
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ
る
視
点
重
要

東
京
工
業
大
学
特
命
教
授
柏
木
孝
夫
氏

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
議
論
の
中
で
、
政
府
は
脱
原
発
依
存
路
線
を

掲
げ
て
お
り
、
原
発
比
率
が
現
在
よ
り
も
下
が
る
の
は
確
実
。
天
然
ガ
ス
な
ど
の
火

力
発
電
の
拡
大
や
太
陽
光
、
風
力
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
コ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

な
ど
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
基
本
問

題
委
員
で
東
京
工
業
大
学
特
命
教
授
の
柏
木
孝
夫
氏
に
話
を
聞
い
た
。

低
電
力
型
の
構
造
へ

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　

　

　
か
し
わ
ぎ
・
た
か
お
　

年
東
工
大
院
修
了
。

年
同

院
博
士
号
取
得
。
米
国
商
務

省
Ｎ
Ｂ
Ｓ
招
聘
研
究
員
、
東

京
農
工
大
大
院
教
授
、
東
工

大
院
教
授
な
ど
を
経
て

年

４
月
同
大
特
命
教
授
就
任
。

東
京
都
出
身
、

歳
。

　
―
基
本
問
題
委
員
会
で

は
、
２
０
３
０
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
議
論
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
世
の
中
に
１
０
０
％
の

安
全
技
術
は
存
在
し
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
産
業
の
基
盤

で
あ
り
、
複
眼
的
に
見
る
べ

き
だ
。
リ
ス
ク
と
利
便
性
と

の
間
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
が
原

発
を
捨
て
る
な
ら
日
本
も
歩

調
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

が
、
世
界
は
捨
て
な
い
だ
ろ

う
。
安
全
性
は
当
然
だ
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
も
よ

く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
必

要
な
と
き
に
必
要
な
電
力
量

を
適
切
な
価
格
で
提
供
で
き

る
か
が
問
題
だ
」

　
―
関
西
電
力
の
大
飯
原
発

福
井
県
お
お
い
町

の
再

稼
働
を
政
府
は
決
定
し
ま
し

た
が
、
足
元
の
全
電
源
に
占

め
る
火
力
依
存
度
は

％
を

超
え
て
い
ま
す
。

　
「
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選

択
肢
を
失
う
と
い
う
こ
と
は

そ
れ
だ
け
足
元
を
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
高
く
買
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
化
石
燃
料

に
頼
り
す
ぎ
れ
ば
い
ず
れ
電

気
料
金
に
跳
ね
返
っ
て
く

る
。
日
本
の
国
力
を
維
持
し

て
空
洞
化
を
食
い
止
め
る
た

め
に
は
選
択
肢
を
減
ら
し
て

は
い
け
な
い
」

　
―
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
が
始
ま
る
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
反
対
す
る
人
は
い

な
い
。
た
だ
、
太
陽
光
や
風

力
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た

め
出
力
が
不
安
定
で
あ
り
、

原
発
や
火
力
の
よ
う
な
ベ
ー

ス
電
源
の
代
替
に
は
な
ら
な

い
。
発
電
コ
ス
ト
も
他
の
発

電
方
式
に
比
べ
て
割
高
だ
。

産
業
部
門
の
需
要
を
一
手
に

担
う
に
は
ま
だ
課
題
が
多

い
。
私
は
一
貫
し
て
コ
ジ
ェ

ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
小
規
模
分
散
型
の
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て

い
る
が
、
原
発
や
火
力
発
電

な
ど
の
大
規
模
集
中
型
電
源

の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。

小
規
模
分
散
型
の
電
源
は

％
く
ら
い
が
妥
当
だ
ろ
う
」

　
―
自
家
発
な
ど
小
口
電
力

を
売
買
す
る
新
市
場
が

日

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
事
業
者
は
余
剰
電
力
が

売
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
小
振
り

の
自
家
発
が
多
か
っ
た
。
コ

ジ
ェ
ネ
も
電
力
を
余
り
出
さ

な
い
タ
イ
プ
が
多
か
っ
た
。

き
ち
ん
と
売
れ
る
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
大
き
な
設
備
の
導

入
も
進
む
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
基
本
問
題
委
員

会
で
は
コ
ジ
ェ
ネ
の
割
合
を

％
に
す
る
こ
と
を
決
め
て

お
り
、
コ
ジ
ェ
ネ
に
追
い
風

が
吹
い
て
い
る
」

　
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
で
産
業
界
は
ど
う
対
応

す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
「
今
の
産
業
構
造
を
徐
々

に
変
え
て
い
き
、
低
電
力
型

の
構
造
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
工
場
で
も
需
給
の
ひ
っ

迫
を
解
消
す
る
た
め
、
電
力

の
ピ
ー
ク
を
出
さ
な
い
よ
う

な
工
程
を
考
え
て
ほ
し
い
」

エネルギー産業転換期迎える
　
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
今
夏
、
大
き
く
変
わ
る
。
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
を
契
機
に
政
府
が
、
原
発
依
存
度
を
引
き
下
げ
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
た
め
だ
。
原
発
の
事
故
当
時
、
政
府
と
東
電
の
対
応
が
後
手
に
回
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
原
発
を
所
管
す
る
経
済
産
業
省
の
規
制
部
門
を
分
離
し
原
子
力
規
制
委
員
会

が
８
月
に
も
創
設
さ
れ
る
。
政
府
は
同
時
に
地
域
独
占
だ
っ
た
電
力
事
業
を
完
全
自
由
化

す
る
方
向
に
か
じ
を
切
る
。
国
力
の
要
で
あ
る
産
業
界
は
こ
う
し
た
政
策
の
変
化
か
ら
新

た
な
成
長
の
胎
動
を
感
じ
て
い
る
。

国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の

関
心
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
中
、

「
電
気
を
消
し
て
ス
ロ
ー
な
夜

を
」
と
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
が
人
気

東
京
都
渋
谷
区
で
行
わ
れ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
＠
表
参

道

　
政
府
は
地
球
温
暖
化
の
原
因

物
質
で
あ
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

を
削
減
し
な
が
ら
電
力

を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
切
り

札
と
し
て
、
原
発
を
最
大
限
活

用
す
る
方
針
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
大
震
災
と
原
発
事
故
を
受

け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
そ
の
も

の
を
全
面
的
に
見
直
す
必
要
に

迫
ら
れ
、
現
在
、
そ
の
作
業
は

最
終
段
階
に
来
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
６
月
、
政
府
は

原
発
再
稼
働
や
事
故
対
応
、
電

力
の
需
給
対
策
と
い
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
環
境
の
国
家
戦
略
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会

議

エ
ネ
環
会
議

を
設
置
。

こ
の
会
議
体
の
傘
下
に
原
子
力

委
員
会
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
調
査
会

総
合
エ
ネ
調

、

中
央
環
境
審
議
会

中
環
審

を
置
き
、
８
月
を
め
ど
に
革
新

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
を

決
定
す
る
。

　
こ
の
戦
略
の
ベ
ー
ス
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
。
現
行
計
画

は

年
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の

計
画
は

年
に
鳩
山
由
紀
夫
首

相

当
時

が
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を

年
に

年
比
で

％
削

減
す
る
」
と
国
連
で
公
約
し
た

こ
と
か
ら
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
出
さ
な
い
原
発
の
比
率
を

年
度
の

％
か
ら

年
に

％

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　
大
震
災
と
原
発
事
故
で
こ
の

計
画
は
白
紙
に
戻
っ
た
。
経
産

相
に
新
計
画
を
答
申
す
る
た
め

見
直
し
を
進
め
て
い
る
総
合
エ

ネ
調
の
基
本
問
題
委
員
会
は

年

月
以
来
、
約
９
カ
月
の
議

論
を
経
て

年
の
原
発
比
率
と

選
択
肢
を

ゼ
ロ

％
程
度

―

％
程
度

市
場
に
お

け
る
需
要
家
の
選
択
に
委
ね
る

の
４
案
に
絞
り
込
ん
だ
。
ど

の
案
も

年
の
比
率
を
下
回

る
。

　
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
現
行
計
画
よ
り
増
加
。
Ｃ

Ｏ
２
リ
ス
ク
か
ら
比
率
を
半
分

以
下
に
減
ら
す
想
定
だ
っ
た
火

力
は
、
原
発
比
率
を
下
げ
る
た

め
逆
に
高
ま
る
。
さ
ら
に
自
家

発
電
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給
は
現
状
の
５
倍
、

現
行
計
画
比
で
倍
増
さ
せ
電
源

の
地
域
分
散
化
を
進
め
る
。

　
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
新
た
な
絵
姿
は
、
電
源

構
成
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
１

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
戦
略
に

と
ど
ま
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
率
を
高
め
る
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
制
度
」
や
コ
ジ
ェ
ネ
導
入

促
進
に
よ
る
分
散
発
電
、
さ
ら

に
は
電
力
の
完
全
自
由
化
と
い

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
抜
本

的
な
構
造
改
革
の
実
現
に
つ
な

が
る
。

　
被
災
地
復
旧
で
は
ま
ち
づ
く

り
や
産
業
創
出
が
欠
か
せ
な
い

が
、
こ
う
し
た
産
業
構
造
の
変

化
が
復
興
に
弾
み
を
付
け
る
エ

ン
ジ
ン
と
な
る
。
既
に
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
や
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー

次
世
代
環
境
都
市

な
ど
複
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

ち
上
が
り
政
府
も
予
算
措
置
な

ど
を
通
じ
後
押
し
す
る
。

　
と
は
い
え
現
状
、
全
国
に

基
あ
る
原
発
が
稼
働
で
き
ず
火

力
の
発
電
比
率
は

％
を
超
え

電
力
値
上
げ
の
温
床
と
な
っ
て

い
る
。
政
府
は

日
に
関
西
電

力
大
飯
原
発

福
井
県
お
お
い

町

３
、
４
号
機
の
再
稼
働
を

決
め
た
。
今
後
、
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
実
現
を
前
提
と
し

て
、
電
力
確
保
に
最
低
限
必
要

な
原
発
を
順
次
再
稼
働
さ
せ
る

意
向
。
そ
の
ス
キ
ー
ム
は
「
新

た
に
発
足
す
る
規
制
機
関
か
ら

示
さ
れ
る
」

枝
野
幸
男
経
産

相

。
今
冬
に
向
け
夏
よ
り
も

需
給
ひ
っ
迫
の
懸
念
が
あ
る
、

北
海
道
電
力
の
泊
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
る
か
ど
う
か
な
ど
、
政

府
に
は
次
の
ハ
ー
ド
ル
が
待
ち

か
ま
え
る
。

国
力
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
時
代
へ
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